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第２章　目指すべき姿

　将来都市像の実現に向けて，呉市が取り組む政策を八つの分野に分類し，それぞれの
政策分野で，令和 12 年度（2030 年度）末までに実現する「目指すべき姿」を掲げ，
取組を進めていきます。
　これらの取組の推進に当たっては，海軍の発展とともに世界最高水準の人や技術が集
まった歴史や文化，ものづくり技術，島，海，山などの豊かな自然やその中で育まれた
地域資源を生かした産業など，呉市ならではの特性と最先端の ICT などを融合させなが
ら進めていきます。

　妊娠から出産・子育てまで，子ども一人ひとりの状況に応じた切れ目のない支援と
ともに，市民・地域・企業などが一体となって，安心して子どもを産み育てられる環
境づくりを進めます。
　また，幼稚園や保育所，家庭や地域社会における学びを通して，就学前の子どもの
健康な心と体や，未来を創り出す力，小学校につながる教育の基礎を培い，全ての子
どもの健やかな育ちを支えます。
　学校教育においては，呉市が全国の先陣を切って取り組んできた小中一貫教育を基
盤として，子どもたちが自立した人間として主体的に判断し，多様な人々と協働しな
がら，自ら学び，育つことで，チャレンジ精神を持ちながら自らの意思と力で生き方
を選択し，新たな価値を創造することができる人材となるための教育を実施します。
　また，支援を必要とする児童・生徒はもとより，全ての子どもたちが，安全・安心
に学ぶことができる教育環境を整えます。
　これらにより，若い世代が安心して子どもを産み育て，未来を創る人材を育てるま
ちを実現します。

若い世代が安心して子どもを産み育て，
未来を創る人材を育てるまち

目
指
す
べ
き
姿

1政策分野 子育て・教育分野
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　市民が主体となる健康づくりや高齢者のフレイル※ 1 予防，さらには呉市が全国のモ
デルとなった，健診・医療情報等の分析により抽出された健康課題に対して，効果的
な保健事業を提供するデータヘルスなどを推進して，市民の健康寿命の延伸を図りま
す。あわせて，呉市の恵まれた医療資源を生かし，地域の医療関係者と連携して，新
たな感染症への対策を含めて効率的な医療提供体制を確保していくことにより，市民
の命と暮らしを守ります。
　一方で，年齢や障害の有無にかかわらず，心身の状態に応じたケアを提供し，自分
らしい暮らしを送ることができるよう，全ての市民が共に支え合いながら，自らの意
思で社会活動に参加できる地域づくりを進めていきます。
　これらにより，誰もが生涯にわたり，住み慣れた地域で心身ともに健やかに安心し
て暮らし続けることができるまちを実現します。

誰もが，住み慣れた地域で
健やかに安心して暮らし続けることができるまち

目
指
す
べ
き
姿

2政策分野 福祉保健分野

　市民や公益活動団体，企業，地域外から様々な形で関わる「関係人口※ 2」などの多
様な人々がそれぞれの役割を分担しながら協働し，自主的で自立したまちづくりを進
めます。また，性別，国籍にかかわらず，お互いの存在を理解して尊重しながら，全
ての市民が安心して暮らし，活躍することができる地域社会を形成していきます。
　過去の災害の教訓を継承しつつ，市民と地域や企業が一体となって防災意識を高め，
地域の防災力を向上させます。さらに，地域や企業，ボランティア団体等が，それぞ
れの立場で防災・減災に向けた役割を担っていきます。また，迅速で的確な消防・救
急体制を維持・確保していきます。
　これらにより，市民を始めとする地域社会を構成する多様な主体が協働し，誰もが
安心して笑顔で暮らすことができるまちを実現します。

多様な主体が協働し，
誰もが安心して笑顔で暮らせるまち

目
指
す
べ
き
姿

3政策分野 市民生活・防災分野

※ 1  フレイル：高齢者の筋力や活動が低下している状態
※ 2  関係人口：継続的な関心や交流などを通じて，特定の地域に多様な形で関わる人
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　多くの市民が，音楽や美術などの文化芸術に触れる機会を創出するとともに，地域
の中で育まれた文化財や伝統文化等を後世に伝えていく取組を支援することにより，
魅力ある文化芸術があふれるまちづくりを進めていきます。
　スポーツ分野においては，一人ひとりのニーズやライフステージに応じて，誰もが
趣味や健康づくりなどの目的をもって，スポーツに親しむことができる機会を創出し
ていきます。あわせて，全国規模の大会などで活躍することができる選手が育つ環境
を整えるなど，競技スポーツの振興を進めていきます。
　また，子どもから大人まで，市民一人ひとりが自らの学ぶ意欲を満たし，あらゆる
機会にあらゆる場所で学び，生き生きと活動できる環境を整えていきます。
　これらにより，誰もが文化芸術やスポーツに親しむことができ，また，生涯を通じ
て学ぶことができるまちを実現します。

　女性や若者を始めとして，新たなチャレンジをする個人や，自助努力と創意工夫あふ
れる中小企業・小規模企業を，市民の理解のもとに社会全体で応援することで，夢の実
現に向けて人が集まり，イキイキと働くことができる，にぎわいあふれるまちづくりを
進めていきます。その中で，旧海軍工廠

しょう

で培われた技術や誇りを基礎とする「ものづくり」
の企業を始めとした中小企業などの人材の確保や研究開発，販路拡大，事業転換，事業
承継などを支援していきます。あわせて，企業誘致などをさらに進め，新型コロナウイ
ルスによる社会の変化を踏まえた取組のひとつとして，サテライトオフィス※ 1 やテレ
ワーク，ワーケーションなど，新しい生活様式に対応した働き方を推進することにより，
東京などの大都市から人を呼び込み，地域経済の持続的な発展につなげていきます。
　また，朝鮮通信使との交流や北前船，鎮守府などの多様な歴史と瀬戸内の美しい景観
などの魅力を体感してもらうことなど，観光客のニーズを重視した，付加価値が高く，
継続的に質が向上するサービスが提供されることで，観光客が繰り返し訪れたくなるま
ちをつくっていきます。これにより，生

なり

業
わい

と雇用を生み出し，観光を新たな基幹産業の
ひとつとしていきます。
　農水産業では，国内有数の生産量を誇るレモン・牡

か

蠣
き

等の農水産物のブランド化の推
進や先端技術の活用により，若い世代や移住者を呼び込むことができるような，高い付
加価値を生み出す農水産業を育成していきます。
　これらにより，女性や若者など，誰もがチャレンジでき，時代を先取る産業が創造で
きるまちを実現します。

文化芸術やスポーツに親しみ，
生涯を通じて学ぶことができるまち

誰もがチャレンジでき，
時代を先取る産業を創造できるまち

目
指
す
べ
き
姿

目
指
す
べ
き
姿

4政策分野 文化・スポーツ・生涯学習分野

5政策分野 産業分野

※ 1  サテライトオフィス：企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィス
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誰もが安全・安心で快適に暮らせる
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6政策分野 都市基盤分野

　瀬戸内の美しい海や山に囲まれ，多様な生物が生息する自然と豊富な農水産物など
を育む，健全で恵み豊かな環境を未来の子どもたちへ引き継ぐため，市民や企業が一
体となって，地球温暖化対策と，温暖化によって生じる気候変動への適応や生物多様
性の保全に取り組んでいきます。
　また，市民が安全で快適に暮らせるよう，大気，水質，土壌などの地域環境の保全
に取り組んでいきます。
　あわせて，廃棄物等の発生の抑制，循環資源の循環的な利用などにより，天然資源
の消費を抑制し，環境への負荷が低減された循環型社会の形成を企業等と一体となっ
て進めるとともに，安定的で効率的な廃棄物処理に取り組んでいきます。
　さらには，子どもも大人も学べる環境教育の実施などにより，環境問題に関心を持
ち自主的に取り組む人材を育成していきます。　
　これらにより，呉市の豊かな環境を，次の世代につないでいくまちを実現します。

豊かな環境を次の世代につなぐまち
目
指
す
べ
き
姿

7政策分野 環境分野

　商業・医療等の施設や住宅が集積するコンパクトなまちづくりを推進し，歩いて暮ら
すことができる「まちなか」を形成するとともに，様々な公共空間を使って，にぎわい
を創出できる環境づくりを進めていきます。
　また，公共交通体系の再編を進め，持続可能な公共交通ネットワークを形成するとと
もに，自動運転や MaaS などのスマートモビリティ※ 2 の取組を，国道，鉄道駅，港といっ
た複数の交通モードが集積した呉駅周辺地域から市内全域に拡大していきます。あわせ
て，市民や高等教育機関，企業等が連携してまちづくりの課題解決に取り組む拠点を中
心として，これらの主体が能動的に役割を担うまちづくりを推進することにより，世界
が憧れる魅力的なまちをつくっていきます。
　公共インフラにおいては，災害時の避難・救援活動などでも重要な役割を担う幹線道
路や生活道路，港湾施設のほか，上下水道施設などの強靱

じん

化と効率的な維持管理を進め
ていきます。あわせて，防災対策として，地震対策や治水・土砂災害対策，高潮対策等
のハード整備に取り組みます。
　これらにより，災害時でも人命が最大限保護されるとともに，社会の重要な機能が致
命的な障害を受けずに維持される強靱な都市基盤を備え，誰もが安全・安心で快適に暮
らすことができ，企業の立地も促進されて，将来にわたり持続可能なまちを実現します。

※ 2  スマートモビリティ：利用者がより安全で便利に利用できるよう，AI などの新技術を活用することにより生まれる新た
な交通サービス。自動運転やデマンド交通（予約型の運行サービス）などのほか，貨客混載や MaaS など，様々なサー
ビスとの連携・融合を図るサービスの総称
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　健全な財政運営や組織の見直し，定員の適正化，公共施設の適正配置等により，市
民のニーズに的確に対応できる市政運営に取り組むとともに，市民に開かれた透明性
の高い市政を実現していきます。
　また，先端技術を活用したスマートシティの推進により，全ての市民がスマート化
による質の高い生活を享受できるよう，その基盤となる高速通信網を市内全域に整備
し，地域が抱えている課題の解決や新たな事業の創出，民間のイノベーションの誘発
等を促進するとともに，行政事務のデジタル化・オンライン化を進め，行政サービス
と市民生活の質の向上を図ります。
　あわせて，通勤，通学，買い物など生活面で密接につながっている広島都市圏を構
成する都市として，また，広島中央地域連携中枢都市圏※ 1 の中心都市として，圏域の
持続的な発展や地域の活性化を進めていきます。
　これらにより，多様化する市民のニーズに対し，市民の視点に立ち，効率的に市政
を運営できるまちを実現します。

市民の視点に立った効率的な市政を運営するまち
目
指
す
べ
き
姿

8政策分野 行政経営分野

※ 1  広島中央地域連携中枢都市圏：呉市，竹原市，東広島市，江田島市，海田町，熊野町，坂町及び大崎上島町の４市４町で形成。
｢住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域社会の実現｣ を目指し，市町が連携し取組を推進している。


